
※この資料は齋藤幸雄税理士事務所が作成いたしました。税法を簡易な表現･計算にして記載しています。 

今後税制等に変更があった場合には記述内容が変わることもあります。具体的な取引での適用を保証するものではあり

ません。 

取引等への適用を確実とするためには、税務申告を依頼する税理士等へご確認ください。 

※本資料の無断転用・転載は著作権法に違反しますのでお断りします 
 

贈与契約書（現金預金） 

 

贈与者 ＿＿＿＿＿＿ （以下「甲」という）は、受贈者 ＿＿＿＿＿＿＿ 

（以下「乙」という）と、下記条項により贈与契約を締結する。 

 

記 

 

第１条 甲は、金＿＿＿＿＿＿＿円を乙に贈与するものとし、乙はこれを承諾した。 

第２条 甲は、第１条に基づき贈与した現金預金を、＿＿＿年＿＿月＿＿日まで 

に、乙が指定する銀行口座に振り替える。 

 

この契約を締結する証として、この証書２通を作成し、甲及び乙が自署捺印のうえ、

各１通を保有する。 

 

年  月  日 

 

（甲）        住所 ＿         ＿＿＿＿＿＿＿＿ 

氏名 ＿     ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 自署 実印 

 

（乙）        住所 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

氏名 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿自署  実印 

 

 


